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Dokkyo	Journal	of	Medical	Sciences	Vol.44,	No.3（獨協医
学会雑誌　第 44 巻 3 号）をお届けいたします．今回は原著 4
編，症例報告 1編，総論 1編です．特集は「高齢患者治療の
現状と展望」と題して 11 編の論文を頂きました．
今回，研究者の評価について日頃考えていることを編集後
記の場をお借りして少し書かせて頂きます．医科大学教員
は，教育者として学生教育を通じて社会に貢献出来る医師，
医学研究者を育成すると共に，研究者として研究成果を世に
広く発信して科学の進歩に貢献する役目も担っています．そ
のため，医科大学教員は研究業績を主な判断材料として研究
者としての評価も受けることになります．では，研究業績と
は？	研究業績の優劣を判定する指標とは？ 先ず，評価対
象を学術論文の“数”とした場合はどうでしょう，“数”は
確かに研究の活動を類推するには客観的ですが，個々の学術
論文の質である研究内容が評価の対象から外されてしまいま
す．そこで，個々の学術論文の質を数値化するものとしてト
ムソンロイター社が出している Impact	Factor（IF）が広く
使われています．しかし，IFは，本来は（当該年に過去 2年
間に掲載された論文が掲載された回数）／（前々年の掲載論
文数＋前年の掲載論文数）で計算される雑誌の評価指標であ
り，毎年のように学術論文誌が創刊されて株価のごとく激し
く IFの数値が変動する現状では，IFを個々の掲載論文の質
を数値化したものとして判断材料とすることへの疑問が多く
投げかけられています．確かに，IFが高い雑誌は総じて採
択率が低くて掲載論文の質も高い場合が多いのも事実です
が，有名誌に掲載されていても誰からも見向きもされない論
文が数多くあるのも事実です．そこで，数年前，掲載論文の
質をその論文の被引用回数に比例するとの前提で研究の
“質”	と	“量”	の両方を考慮した	“研究者のポテンシャル”	の
指標として	“研究者の論文のうち，被引用回数が h以上であ
るものが h個以上あることを満たすような最大の数値”を算
出した h-index が考え出されています．具体的には，	10 回
以上引用された論文が 10 編ある研究者の h-index は 10 に
なります．100 回引用された論文が 1編，引用されたことの
ない論文が 9編ある研究者の h-index は 1 になります．研究
者の実力を客観的に評価する指標として考え出され，	日本で
も教授選考の判断材料として用いる大学が増えている
h-index ですが，1）研究期間が長い研究者に有利になる．2）
分野により引用回数が異なる．3）筆頭，共著等の貢献度情
報が欠如している等の欠点が指摘されています．今後，
h-index 以外に研究者の実力を客観的に評価する指標が次々
と提案されてくると思われますが，米国の名言に”There	
are	three	kinds	of	lies：lies,	damned	lies,	and	statistics.”（世
の中には三つの嘘がある．それは嘘，真っ赤な嘘，そして統
計）というのがあります．将来，“研究者のポテンシャル”
を客観的に評価すると提案された種々の指標を鵜呑みにする
のではなく，その指標に嘘が潜んでいることに注意を払い，
研究内容にも踏み込んで研究者をじっくりと評価する評価シ
ステムが獨協医科大学につくられることを切に期待していま
す．	 （白瀧博道）
　
